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多様な救護活動一乗用篤の救護活動

3 jlの震災は本当に街繋的な事柄でした。大きな

地震の後の津波，そして揺島原発の燥発と放射能の

拡散。

j皮害は大きく 14?: Aií~Iこなってしまいました。

-地震のための施設崩壊停弔断水 交通網の寸断

・津波による施設崩段 土壌の塩害

-原発事故による放射能汚染健康被害 食品への

不 安 土 壌の汚染

.また風評被容とは言い切れない}.!~O)方ーナーから

の潟の移動希望

・余11民活動(乗馬活動)への家計ーからの予算の削減

・良い馬匹，乗馬環境の喪失

東日本，東北には沢111のJ23と人がパートナーとし

て生きてきた場所があります。

t同一に相馬野馬追という壮大な祭りを 1000年

以上も守り引き継いできた福島県相潟地方に

は乗馬クラブではなく人と馬が普通に暮らし

ている風景がありました。年に A 度の祭りのた

めに自宅に馬を飼っている人，サラリーマンで

も祭りのために潟を銅う人が珍しくありません。

また岩手は遠野物語で有名なように，古くか

らの潟産地でもあります。

このような土地で被災地の馬関連施設が地

長および津波により施設流失，損壊，

亡，受傷，また原発事故の放射能拡散による退

避の影響を受けました。以下は全国乗馬倶楽部

振興協会からの資料ですがこれ以外に，土地柄，

@I宅で、馬を飼っている人，連盟に加盟していな

い乗馬クラブの損害があります。

福島内rí~官官の施設で、も断水，停電による人力で

の水汲み，ガソリンの欠乏などにより表には出

てきませんが多くの被害がありました。また，

の乗馬クラブでも，ガソリンの供給不足

により馬の移動制限，飼料，数料の購入，

による影響， I折7J<.，交通手段の不安，競技会の

自粛など多くの不伎が起こりました。

馬という動物と人間の関係の特殊性として，

Eq山neFacilitated Project (Emiko Ota) 

太田恵

家畜，ベット，スポーツのパートナー，営業ツール

といった他の動物とは呉なる多様な関係性があげら

れます‘。

天 ifi)J物で、あり，移動に労力がし、ること，飼育管理

には餌と厩舎だけではなくスポーツホースには運動

調教といった仕事も霊嬰です。また精神的に繊細!な

動物で人とのパートナーシッブも重姿なことです。

放牧出来る場所があっても放射能を考えると放

牧して良いのか，結論はオーナー自身がするもので

すが，手L!:j二が食べないほうが良い牧草(乳牛の牧草

摂取fljlJl浪と放牧fljlJ限)は，たとえそれが食用に供し

ない馬に与えるといっても実際にj誌に食べさせて

良いものなのかー・。難しい判断を迫られるところです。

表 来日本火;ぷ災による来j13日1体の被F~~:状況
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腕~;ÍìHl:自立のためì!iïJ1ít

原発字放のため避難

係発事故のためjH~芦ÍÉ

日本中央絞，1，g会 t-li~X}j
絞ぬJ~j采児クラブ、

f{f~ .rjlj大学馬術部 隊発'li放のためiぽ鋭

へレナ関係;来潟f!H'Í~tfl\ ))子、発事故のためjRf民IE

ホライゾンスポーツホース 係先 'Jl: ，1炊のためjtlË ~fi

栃木弘耳目須トレーニングファーム 長:n、て唆;こ激突しlITJi死亡G

、ます。

*.ElI1'Eのところ， 1ftドを!徐き人的1Er~íl土jì!l1認されていまーなJvc
，1二記以外にも，沿岸部で1立津波の被ミヰにあった潟が多数いるとの
'h'i報がありますが，詳細は不明です。

原発事故のため避釘{

0:369-5247/12/Y500/1，長注文/JCOPY
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震 災 馬 の 避 難 の 一 例

筆者は 3fj 25日東北道の開通を待って栃木県北

部の鏑J卦牧場を訪れました。

まだその頃は災~支援の自衛隊，緊急、車両が多く

し，一般自家用車はほとんど走行していませんでした。

鍋掛牧場には3月半ばに出産を控えた白馬の間忌が

いたからなのですが，地震の影響か予定|ヨを 1ヶ

バ過ぎても全くその兆候が見受けられませんでした。

牧場に到者すると，鍋41卜牧場は 3fj 22臼に仙台

市来，1ig協会と日本馬術連盟と全由来潟倶楽部振興

協会の馬の飼料などの搬入先となっており，支援物資

や被災地から避難した人馬で騒然としていました。

普段は検疫厩舎として使用されていた既舎に 21

頭の避難馬が入蹴し，治療を必要としている潟は本

厩舎に入厩し手厚い治療を受けていました。

乗用，1i\~ハピネスラブは 26 歳，全日本馬術競技会

などに出場し多くの選手を育てた功労馬でした。 福

島の海から lkmのところにあった既舎は全損し，

壊れた厩舎から波と一緒に放り出された後， r!f~:J 台に

自力で避難したところなオーナーに見つけられ，そ

の後オーナーからの依頼で震災2日自に保護されま

した。 )~tい中長い潤7l<につかり，逃げる途中で海水

を大量に飲み肺炎を起こしており，骨折はしていな

いものの身体中に擦り傷，切り傷だらけでした。ま

た精神的なダメージなのか，館を食べることが出来

ずアパラ'貯が浮き出し腰も尖っていました。厩舎の

|科で縮こまり，以前の姿を知っている人が厩舎の前

を通っても見過ごしてしまうほど，ハピネスラブは

雰陪気も身体も変わってしまいました。

鍋掛牧場に避難した馬のうち，長H寺問の移送が夕、、

メージを与える養老馬，扱いに技術を要する種牡馬

を残し，現役競技馬は運動調整が出来る臼本各地の

乗潟施設に数日後に移送されました。

馬がいるということは幸せなこと，しかし，それ

は適切な運動と管理が必要であり時間を j~IJ かなく

てはならないということでもあります。被災の現場

にいる)¥1ことっては重労{動であり， 11寺によっては他

の支援活動に支障をきたすものでもあります。

福島原発地域に住む人は小さい頃からその利便性

と践について原発教育を受けてきたと言います。地

震後，原発の低i1ul停止が制御出来なくなった11寺点で

|倹を感じ，馬の移動を即座に決断しました。 震災当日

に馬を移動することをj夫断し，翌1=1ありとあらゆる馬

連に，軽油も手に入らなくなった中で、試行錯誤する

間もなく肉の末，灯油を潟運LIIに給油し海岸近くへ

jjjの救出に向かったと言います。生き残った馬を救出

に向かう道中，ラジオや撹帯からすぐそこにある原発

が爆発したというニュース。車線も信号も何もかもが

混乱した交通状況の中，津波瞥報のサイレンを1ft]きな

がらの運転，恐怖と時間と戦いながら馬連車になるべ

く多くの馬を積み込み逃げたそうです。

潟たちはの大事がわかるかのようにおとなし

く曳かれ馬連車に乗り込み，種牡馬，牝J5，ポニー

の混殺にもかかわらず大人しく移動されたという

ことです。{tl!にも震災後 1週間ほどしてから生き

残った馬連の救出に向かった)jの話によると，普段

は局運司王に乗りたがらない馬たちが我先にと馬i雲

取に乗り込もうと殺到したそうです。よほど怖い思

いをしたのでしょう。
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また馬の移動直後，近いうちに警戒地域に指定さ

れ立ち入り耕限がかかることを予想し，馬具や家財

道具の持ち出しに現地に戻ったとき，新しい馬具な

ど状態の良いものは誰かに持ち去られていたとい

う残念なことも起こっていました。

王手い時期に馬の移動が出来なかった人は馬のた

めに悩み，また，移動した人も悩みを抱えていた現

実がありました。

まずは人命，でもそこにはどうしても舎内切れな

い感情が生まれます。

NPO法 人 爵 と あ ゆ を ; SOMA 

相馬市を中心とするi僚がい児および地域住民に

対して，治療的乗潟を過した教育を行い，地域にお

ける福祉社会の充実に寄与することを図的とした

団体です。

活動場所が相馬野間追祭りの一つの神社でもあ

る中村神社にあることから早期iこ馬の支援，繋留を

始めていました。

放浪馬の情報があると引き取りに行き，;j(や餌が

ない厩舎にそれらを配り，被害状況，被災馬の情報

を受けて走り回ったが，馬を保護したところ勝手に

馬を連れて行ったとオーナーから苦情を言われた

りしたこともあったという。犬や猫のレスキュー!誇

様の陪題が起こっていました。

被災地の潟の世話をする人は大変な苦労をしたが，

被災者が避難した馬達がのどかにまどろむ姿を見て

心が和む光景もみられたと設います。馬の持つ「癒しJ

の力がここでも発揮されていたのかもしれません。

良いと思われ最善を尽くしたとしても，立場の異

なる人からは不平や不i誌を言われたり，陰口

れることはこのような切追した緊急災害時には大変

役念だけれど仕方がないことなのかもしれません。

また，鍋掛牧場滞在中に福島と

がトラックで支援用の餌を取りにきました。震災に

よる夜設的被害はありませんでしたが，放射能の影

響さと考え福島大学馬術部は宇都宮大学馬待部に3月

18日から 5月 1Pまで避難していました。震災後す

ぐに移動したくても，やはりガソリン不足の問題で

困難で、あったが，その後日光東照宮の馬運車で移動

することが可能となったと言います。

全調のホースマンが一丸となって，馬やその周り

を援助しようというすばらしい連携がありました。

春休み中でもあり，馬の1立話をするために馬術部に

残った学生遼も大変だ、っただろうし，福島地方に子

供を出している保護者の方々の心労は計り矢口れな

いと思います。

再生への第一歩

HXHプロジェクト (Humanby Horse) 

島から栃木へ避難してきたホライゾンスポー

ツホースの菅野氏は，助けたくても助けられなかっ

た馬の命を思うと悲しみに沈みましたが，自分には

調教技術があるのだからと再生へ向かつて一歩を

歩みだそうと，受け入れ先の樹木県錦掛牧場の沖崎

氏とともにこのプロジェクトを発足させました。

このプロジェクトは被災罵を含む引退競走，馬を

乗用に再調教し，セリにより購入者(受け入れ先)を

決め，売上金を被災者と被災馬の再生の一歩にする

というものでした。

このプロジェクトを立ち上げたニ入は被災地の

ホースマンや中央競馬の調教師，乗潟クラブ関係者，

馬具，飼料など乗馬関係企業にも依頼し多くの賛同

を得ることが出来ました。被災地から駆けつけた

ホースマンたちは公開調教のr騎乗を勤め，乗馬クラ

ブ関係者，乗馬愛好家は購入者として参加し，また

企業は仮設厩舎の貸与，スタップユニフォーム，贈

呈品の寄附など多くの協力が集まりました。

また多くのタイトルホースを排出している国技

厩舎，小桧111厩舎からも乗用に向いていると思われ

る引退烏が寄贈され，プロジェクト立ち上げからな

かなか天候に恵まれなかった3ヶ月足らずの準備期

間の中， 10数頭のオークションに向けての調教が始

まりました。潟に乗るというホースマンにとっての

本来の姿は，深い焦、;燥感の中で大きなやりがいと

なったことは言うまでもないで、しょう O また，再調

教した乗用馬のセリは非常に珍しく，試行錯誤しな

がら手諜り状態でセリの開催を迎えました。

渡良瀬北斗乗潟倶楽部楽部をオークション会場

に，平日開催にも関わらず多くの方からの参加があ

りました。また， 14頭の上場予定だ、ったが，怪我等

のため 12頭の上場となりました。

馬術競技会ではなじみの関箆の仕出し屋台が応

援に駆けつけ参加者やスタップのお腹を満たし，潟

思購入者には馬兵鼠から主rrしい馬着と馬具を，また

オランダの館料業者からは餌が提供されました。
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fJ:j:;r之2 HX日ブロジェクトオークションIL'j'の保子

'びょ'[3 ~事mト牧J:~ }~n災後 lこ J)7i まれた了一%とタンポボ

0)1咲きJ守る放牧Ji巨

震災後津波でがJも無くなってしまった場所に初

めて花をつけたタンポボ。その力強いタンポボが箆

輿の象徴である，その忠いを込めて試供用にも'附さ

れたゼッケンやスタッフユニフォームには，続色に

鮮やかなi立ちい文字で fHXIむと刻まれていました。

i二場頭数 12 

取引成立頭数 6 

jzt高価格 1， 160，000 IIj 

i泣低11fti格 300，0001IJ 

勾価格 810，000 FIJ 

合計販売価絡 4，880， 000 Ilj 

23名

参加者数 80名

スタッフ数 23名

'手主t4 トー:ホライゾンスポーツホース管里子氏

オークションライダーとしても!日i采
卜:HXHブつロジェクトスタップ

'J:þJ:1~-~: 5 オークション汲正:j{lflj絡でi引しされた

ドリーミーペガサス

(泌総終結ー【'i'リ央とG総立幻，1，潟;
H似I!，応j心{5型山j守i-，1応i司匂!芯}1辺[口JJI川!日l日，1，(ん!ツとして例「行fされてい/たニが ι4け)月J2鈴81口]に5鏑渦J矧i賀Hにこj似五以〔予廷告3立7ち
人り f決主j比1:1κろ玄~1}域Eからi逃娃知L 記災J災f後走'紛糾が満足でなく絞せていて，また
れ}，!52応!で政牧されていたため身体'i'{i)jだらけだったと βう。

宮城仙台のベルシーサイドファームは海岸から

200mのところに 7，000m2の敷地がある乗馬クラブ

でした。震災により 39 頭のR~ と 3 頭の犬を失い，

iぷ災後すぐに来Iおクラブに安否を確認しに行きたく



130 選手足i'{の研究 第 66宅金 第 1号 (20 1 2今三)

ても立ち入れない状態で， 2日後に海に飲まれてし

まった施設に反ることが出来たと言います。どの潟

たちに対しでも深い恩いがある。でも瓦擦に認まれ

て馬体を@]11又することも難しかったと言います。

現在，宮城県秋保市の森林スポーツ公闘内にベル

ステーブルとして符慾し，生き残った 2勝、の馬達も

していると含います。

被災したベノレシーサイドファームオーナーは日

XHオークションでもオークションライダー(試技

ライダー)として参加されました。

きっとまた，今後のホースショーなどでも活躍し

てくれることでしょう。

鍋掛牧場に移動してきた競走馬の厩舎は，当初栃

木での営業を考えていたが原発事故の放射能

して美浦トレセンよりも南に潟を預けたいとい

う競走潟オーナーの意向で千葉に移動して営業再

開しています。

それぞれが，それぞれの環境の中で避難し，不安

が解除されて元の場所に戻り生活を立て直し始め

たり，または新天地を求めて営業F子関したところも

あれば，まだ仮住まいで、あったり先の見通しが立た

ない方も清ます。

相馬野馬追関係

*fj1事「相馬野馬追祭Jその起源、は千有余年以

と前に溜り，平将内が関八十卜!の武将を集めて下総i認

で、行った軍事訓練(野馬を放して，その馬を敵に見

立てての訓練)がその起源だ、と言われています。そ

の軍事訓練が相潟でも行われるようになったのは，

1323年に相馬草胤が小高に移住した時で，その訓練

も再開したことからと伝えられ，昔の名残を留めて

いるl唯一の神事と言われ，古式にそったこの行事が

国のf主要文化財に指定される重要な要因になった

とされています。

その特殊な地域性で乗馬クラブでなく自宅で潟

を餅し、 l年に 1度の祭りを楽しみにしていた人も多

いのです。祭りに欠かせない馬たちが 20キロ

戒区域内に取り残されていましたが 5月初j句に無

されたことはニュースでも報道されたこと

J 存知のことでしょう。その際頗ずつ放射能検

査を受けすべてに被爆の開題は無かったとしづ。し

かし，風評として震災直後に，獣医から「福島から

の馬を受け入れたら競技会に出られなくなるjなど

のデマが飛び交った事実もあります。

予市加ττ軒 i豆j或からの馬の移動は色々と困難な問

題があったが，結局，農林水省は南紹潟市の潟に

ついては， 1湾市の伝統行事である相馬野鳥追に用い

る馬として

①公益性があること

@研究沼以外の家畜生産および食用に利用しない

こと

③公的機関が寅任を持って家者を監視すること。

等の条件の一下で，特倒的に区域外への移動が認め

られたものでした。

馬を無事に引き取ることが出来た入も，その反簡

で同じ地域の牛ほか奇麗農家の人たちの苦しみを

思うと単純に喜べる問題で、はなかったと言います。

今年の相馬野馬追祭りは，当初開催が危ぶまれた

ため，相潟中村神社・相潟太閤神社・相馬小高神社ー

宇多郷騎馬会・北郷競馬会・中ノ郷騎馬会・ノトi荷主lI¥

-標葉郷騎潟会と，この伝統ある馬若手文化を

継承していくために検討を重ねました。本年におい

ては震災によってお亡くなりになられた方の鎮魂

を祈り搬い，更には持双地方の復興のシンボルとし

て f東日本大震災箆興 相潟三社野馬追j と称し実

施しました。

7月 23臼は紹馬中村*f11校を中心としながら宇多

-北郷騎馬会の行事:となり， 7 Jl 24日はメ

インである僻行列・中将競潟・神旗争奪戦実施は出

来ませんでしたが，相馬太阪神社をや心としながら

中ノ郷騎馬会の行事となりました。

7 Jl 25 13には相潟小高神社(実路場所は多珂神

社)を中心としながら小高郷騎馬会・ぬ:菜郷騎潟会

となりました。

しかし 7月 2413と25日の行事においては，東京

電力福島第一原子力発電所から王子径 20 キロ ~30 キ

ロ圏内の緊急待避難準備区域である神社で実脇す

ることから，観覧をおjめられないとの事前の告知が

ありました。

支援には多くの団体，翻人が尽力し今も継続して

います。

大学馬術部や民=業高校でも連盟などの協力により

避難の受け入れが行われました。また，その他乗潟ク

ラブ聞での一時避難受け入れなども行われています。
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主 な司 体の 支援

日本篤術連盟 http://www. equitation一japan.com/ 

14，593，027円(6刃 30Iヨ)の義損金を集め 200万

を飼料代に，また 13の盟関連施設に配分をした

という。 (5月 2313)その他，主主録料の免除などを

行っているが被災した方が惣像以上に多く，担分に

は苦慮している様子です。義損金の受付期間を 9J]

末まで延長しています。

全閣乗馬僕楽部連合協会http://www.jouba.jrao.ne・JP

12，814，695 p=jの義損金を集め緊急、支援物資購入

担2また見舞金，飼育補助，乗馬などを通じた被災地

支援(馬とのふれあし、)事業を予定しています。

被災篤インフオ http://r・ha.or. jp/hisaiba-info/ 

引退馬協会 http://r・ha.or. jp/ 

乗用馬，乗馬クラブの安否確認また救済には乗用

馬の役界もインターネットが大いに活用されまし

電話で連絡が取れない仲間とも mlXlや facebook

で安否を確認された方もおられたでしょう。筆者A 自

身，インターネットが安否確認に活践した実感があ

ります。

引退馬協会がいち早く開設，運営している被災馬

インブオは，英語パージョンのホームページと

twitter保設など，素J]jlfらしく迅速なおjr，むと更新をし

ていました。

対象になる潟の種類区別なく，ボニーから采用馬，

引退馬，杭IJil~里子馬追いの潟と幅広い支肢をしていま

した。

救助された馬に鑑識があるわけではなく，写真の

掲載が崩来るホームページは持ち主の確定lこ有効

に利用されたと忠われます。飼料支援，スタップ派

施設借り上げ，救済した馬の譲渡支援活動，ワ

クチン接種ほか獣医医療活動など，民関のネット

ワークを利用したフットワークの良い活動をして

し、ます。

海外からの支援

海外からも欧米，オセアニアを含め飼料の支援，

馬具の提供など多くのi授かい援助がありましたc

ハッツオフ計画 (Hatsoff) 

米国在住の7支出直哉さんが発案し，海外のサラブ

レッド産業界有志による来日本大混災および福島

原発で苦f諒に立たされている福島県の日本占来の

馬事文化存続，災遺児の教i守資金支慢を目的とし

て計画された活動で，日本以外のサラブレッド生産

国，或は競馬開催国の競馬事業体，関係者から提供

されたデザ、イン綿子をプロジェクトに賛同する方

に取し込んでもらいその収益金を支援に充てました。

他の義損金と合わせて総額9，329， 521円は南相潟

市3，642，000円 岩手県庁(学びの希望基金)号i

協会 150，000P:J寄附されました。 (6月初日現在)

またその後も盛岡，笠松競潟でもイベントを行し

J員金は i二記団体および宮城県の遺児支援語体に送

金予定とのことです。

民間桑篤クラブの活動

いち早い支設をということで， I鶏J![にある乗馬ク

ラブが会員の協力，乗馬クラブスタッフブログなど

での呼びかけにより，災害支援の東北道の通行許可

証の取得ーなど多くの!日]題を解決し，馬輸送取数台分

の物資が仙台へ逮ばれました。

また集まった義損金およそ6，500，000円は支援物

資と輸送費また東北の采潟施設へ直接探り込まれ

ました。ホースマン同士の心意気を感じさせた活動

でした。

Act For Japan 

の馬術競技者逮が災に士、lする支援の気持

ちを}'iち続け，そして気持ちを 1つにして継続して

いくことが大事であり，ニの想いを全|主!の競技者に

させ，被災地E外で薄れつつある大震災のこと

を，定期(J~に思い出してもらえるようにすることをど

目的に活動しています。 8)'Jから義担金をくださっ

た方に，ヒコンバッジとロゴステッカーを渡し支援し

ている証として身に者けてもらいました。なおその

義損金は日本馬術連盟に布'附されます。

手ょ'~ 6 那須トレーニングファーム競技IJil依11寺の
被災地支緩ブース
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その他，震災後の競技会では積機的に被災地応援

のための義損金の募集，そのためのブース，また入

賞賞金の義損金へのゆし出や，また復興乗馬イベン

トも積掘的に開催されています。

北海道などへの篤の疎開

日高市は南格馬市から 9頭の市民所イゴ馬を 8A 8 

日に福島県の家畜保健所の放射能被爆の有?援を確

認するスクーリングテストを行い法理牧場へ移動

しました。経費l土日南町が 2/3また当初の自

担分をダーレージャパンが義損金として寄附をす

ると言い， 日高町は 36頭の潟をp首相潟市から受け

入れる予定を立てていたと言います。

高というのは家畜なのか

ペ ッ ト な の か ?

乗潟クラブの営業にはお客様の来場がなければ

成り立ちません。

風説とは言い切れない福島地区の放射能汚染問

題。岩手，福島，茨城，栃木の古くから潟産に適し

ていると認められた土壌の汚染。

主に乳や肉が食用となるやは厩舎飼し、を決定され

たが，放射能を含んでいる場所だとしても放牧され予

運動し，主主を食むことがどれだけ馬にとって重要な

のか。そして，罵に助けられた人々の心。

今いる馬たち，生き残った馬たち。

疎開先の栃木県鍋掛牧場で，福島から避難してき

た母馬に子馬が生まれました。

事Ifしぃ命が脈々と，今日も着実に育っています。

馬との生活は毎日同じことの繰り返しです。しかし

閉じ βは一日もありません。

そんな中で¥明日への希望を見いだし，今は難し

くても同来ることならばいつかは住み慣れた土地

に戻りたいというのが一議の望みでしょう。

いつのおか，その時がくることを切望しこの災害

を忠れずに出来ることを少しずつ行ってし、かなく

てはなりません。

f災容にえすして準備すること JFRDIが被災に

陪して以下ページに書かれているので参考ーに。

http://www.frdi.net/pdお/News!ett巴rs/May2011. pdf 
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